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軽米秋まつりの中日のお
楽しみ「軽米音頭流し踊
り」の先頭で、ひと際沿
道の観客を魅了する ” 軽
小 金 管 バ ン ド ”。 昨 年、
今年と全日本吹奏楽コン
クール岩手県大会に連続
出場した腕前を、堂々と
披露していました。

吹奏楽コンクール県大会連続出場！

（写真は、９月 14 日の軽米秋まつ
りでの軽米小学校マーチングバン
ドの皆さん）
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一般会計　　決算を不認定決議

に
も
何
も
説
明
が
な
い
こ

と
に
、
町
当
局
は
翌
年
度

へ
の
繰
越
明
許
費
と
な
っ

た
旨
回
答
。「
決
算
書
は

町
民
誰
も
が
見
て
分
か
り

易
い
書
き
方
を
す
べ
き

で
、
配
慮
に
欠
け
る
」
と

意
見
し
ま
し
た
。

　

ま
た
町
補
助
金
に
関
し

て
、
当
初
予
算
を
越
え
て

支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

「
議
会
へ
の
説
明
等
が
無

く
配
慮
に
欠
け
る
」
な
ど

と
意
見
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
の
採
決
結

果
は
反
対
が
多
数
を
占

め
、
12
日
の
最
終
本
会
議

に
お
い
て
泉
山
委
員
長
が

審
議
経
過
と
結
果
を
報

告
。
起
立
採
決
で
は
一
般

会
計
決
算
の
認
定
に
賛
成

２
、
反
対
11
で
不
認
定
を

決
議
。
昨
年
度
に
引
き
続

き
２
年
連
続
で
の
不
認
定

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
不
認
定
で
も
決
算

へ
の
法
的
効
果
は
な
く
、

執
行
者
が
道
義
的
責
任
を

負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最終本会議で起立採決により賛否のあった議案の表決結果　（賛成：○、反対：×、欠席：欠）

議　員　名　

　議案名（○数字は議案番号）

前
田
泰
穗

茶
屋　

隆

大
村　

税

中
村
光
夫

上
岩
紀
男

松
浦
満
雄

本
田
秀
一

細
谷
地
多
門

泉
山　

優

川
原
木
賢
一

古
舘
機
智
男

山
本
幸
男

舘
坂
久
人

賛成 反対 結果

①軽米町地域型保育事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 12 １ 可決

②軽米町特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 12 １ 可決

③軽米町放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 12 １ 可決

④軽米町税条例の一部を改正する条例 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × ８ ５ 可決

⑧平成 25 年度軽米町一般会計歳入歳
出決算の認定について × × × × × ○ × ○ × × × × × ２ 11 不認定

⑨平成 25 年度軽米町国民健康保険特別会
計事業勘定歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 11 ２ 認定

古舘　機智男
議員

　

平
成
25
年
度
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
９
月
12
日

の
最
終
本
会
議
で
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
少
数
で
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
は
２
年
連
続
で
不
認
定
と
な
り
ま

し
た
。
審
査
を
付
託
さ
れ
た
平
成
25
年
度
軽
米
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
泉
山
優
委

員
長
）
の
審
議
で
は
、
町
補
助
金
の
支
出
手
順
や
決
算

書
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
疑
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

歳入
歳出

平成 25 年度 ２年連続で

議案第 1 号から 3 号までの子ど
も・子育て支援制度は消費税増税
と一体であり、また家庭的保育
の保育士基準が乳児 3 人に 1 人
の体制では不十分と考える。第 4
号の軽自動車税の増税は町民の生

茶屋　隆
議員

地域創造チャレンジ事業補助
金の予算執行に問題がある。
流用は同じ科目内にある地域
活動支援事業費補助金からで
あり、事業目的や対象者が
別々に定められている。仮に
地域活動支援事業費補助金か
ら出すのであれば最初からこ
の補助金に申請させるか、又
はチャレンジ事業補助金を補
正で予算化すべきであった。

松浦　満雄
議員

一般会計決算は実質収支と単
年度収支ともに黒字で、経常
経費比率と実質公債費比率は
18 年度比較で低下、基金残
高は増加するなど町長の財政
手腕は評価される。地域創造
チャレンジ事業補助金の交付
は第三者委員会にて審査し総
合評価により行われ透明性公
平性が確保されている。議会
意向の無視にはあたらない。

細谷地　多門
議員

地域創造チャレンジ事業費補
助金の事業採択について、趣
旨や用途に外れたものではな
く手続き上も何ら問題は無い
と思われる。利用趣旨に適合
していれば地域を応援する事
業でもあり、内容も地域が一
つになり前に向かって前進し
ようとするもの。当初予算は
あくまで見込みであり、幅を
持たせ流用にはあたらない。

前田　泰穂
議員

地域創造チャレンジ事業費補
助 金（2 款 2 項 1 目 19 節 ）
について、当初予算 50 万円
に対し決算額が 70 万円で、
補正予算での対応ではなく予
算の流用にて支出されてい
る。補助金の流用は聞いたこ
とがない。また決算書の作成
について歳入の説明が足りな
い。今後町民に対する説明は
懇切丁寧を心掛けるべきだ。

も
一
般
会
計
決
算
へ
の
質

疑
が
集
中
し
ま
し
た
。

　

決
算
書
の
作
成
に
つ
い

て
、
補
正
措
置
さ
れ
た
災

害
復
旧
費
県
補
助
金
に
収

入
済
額
と
収
入
調
定
欄
に

金
額
表
示
が
無
く
備
考
欄

　

平
成
25
年
度
決
算
認
定

に
は
一
般
会
計
決
算
な
ど

６
会
計
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、
審
査
特
別
委
員
会
に

お
い
て
９
月
８
日
か
ら
４

日
間
に
わ
た
り
慎
重
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
で

反　対
一般会計決算に

反　対
一般会計決算に

反　対子ども・子育て支援関連３条例、
町税条例の一部改正、
平成 25 年度一般会計決算、
国民健康保険特別会計決算、に

賛　成
全議案に

賛　成
一般会計決算に

平 成 25 年 度 軽 米 町 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 等
審 査 特 別 委 員 会 の 報 告 に 対 し て の 討 論

活を圧迫する。議案第 8 号の平成 25 年度一般会計決
算は、固定資産税の未評価未課税問題で時効により
失った財源など多大な損失がある。また北部広域環境
衛生組合の解散の問題で、副管理者としての町長の責
任と、町が既に負担した約 2,500 万円など早期に対
応する必要があった。第 9 号の国民健康保険税の決
算については、短期保険証の発行手続きに改善が無い
ことから、以上 6 件の議案に反対する。

平成 25年度会計別歳入歳出決算表
会計別

決　算　額 採決
結果歳入（収入） 歳出（支出）

一般会計 78 億 1094 万円 72 億 4769 万円 不認定

特
別
会
計

国民健康保険 13 億 4836 万円 13 億 4555 万円

認定

下水道事業 1億 5588 万円 1億 4560 万円
介護保険 7059 万円 6783 万円
後期高齢者 8359 万円 8034 万円

水道
事業

収益的収支 3億 1193 万円 2億 9275 万円
資本的収支 4億 3435 万円 6億 5342 万円
合　計 102 億 1567 万円 98 億 3322 万円

　※金額はすべて 1万円未満の金額を切り捨てていますので合計とは
　　一致しません。

一般会計
歳 　 入

78 億 1094 万円

町債　14.2％
11 億 1140 万円

自主財源
18.6％

依存財源
　81.4％

国県支出金　25.8％
20 億 1341 万円

町税　9.2％
7 億 1802 万円

繰越金　5.7％
4 億 4453 万円

諸収入　2.4％
1 億 8494 万円

地方交付税　38.6％
30 億 1633 万円

その他　1.4％
1 億 557 万円

一般会計
歳 　 出

72 億 4769 万円

教育費　25.1％
18 億 2238 万円

総務費　20.7％
14 億 9765 万円

民生費　17.3％
12 億 5276 万円

公債費　9.5％
6 億 8558 万円

土木費　9.1％
6 億 5659 万円

衛生費　7.7％
5 億 5670 万円

消防費　4.6％
3 億 3274 万円

農林水産費　3.5％
2 億 5272 万円

議会費　1.2％
8882 万円 商工費　1.1％

7886 万円
災害復旧費・労働費　0.3％
2283 万円

※金額はすべて 1 万円未満の金額を切り捨てて
　いますので合計とは一致しません。
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９月定例会で

決まったこと

　
第
33
回
（
平
成
26
年
９
月
）
定
例
会
は
、
９
月
２

日
か
ら
12
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。
平
成
25
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
不
認

定
と
し
、
こ
れ
以
外
の
全
議
案
は
可
決
又
は
認
定
。

人
事
案
件
２
件
は
そ
れ
ぞ
れ
同
意
と
、
適
任
の
答
申

を
し
た
ほ
か
、
請
願
２
件
の
採
択
と
、
議
員
発
議
に

よ
る
意
見
書
の
提
出
５
件
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
本
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
設
置
し
た

軽
米
町
議
会
議
員
の
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
か
ら

報
告
さ
れ
た
現
在
の
定
数
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い

て
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

25
年
度
一
般
会
計
決
算
は
不
認
定

　
　

町
議
員
定
数
は
現
14
議
席
を
維
持

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
同
意

【
同
意
案
第
１
号
】　

固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
の
選
任
に
関
し
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し

ま
し
た
。

＊
住
所　

軽
米
町
大
字
蛇

　
　
　
　

口
２
―
31
―
２

　
　
　
　
（
蛇
口
）

＊
氏
名　

川
口
幸
雄

＊
再
任

　
〔
全
員
賛
成
で
同
意
〕

【
議
案
第
３
号
】　
「
軽
米

町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
」
の
設
置
に
つ
い
て
、

決
定
し
ま
し
た
。（
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
等
の

施
行
に
伴
い
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
運
営
な
ど
に

関
し
基
準
を
定
め
る
内
容

で
す
）

　
〔
賛
成
多
数
で
可
決
〕

条
例
の
改
正

【
議
案
第
４
号
】　
「
軽
米

び
寡
婦
福
祉
法
並
び
に
中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な

帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰

国
後
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
文
言
等
の
改
正
を

行
う
内
容
で
す
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
第
６
号
】　
「
軽
米

町
寡
婦
等
医
療
費
給
付
条

例
」
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。（
母
子
及
び
寡
婦

福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
文
言
等
の
改
正
を
行

う
内
容
で
す
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
第
７
号
】　
「
軽
米

町
国
民
健
康
保
険
条
例
」

の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。（
健
康
保
険
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

額
に
つ
い
て
、
一
時
金
を

40
万
４
千
円
に
、
加
算
額

の
上
限
を
１
万
６
千
円
に

改
正
す
る
内
容
で
す
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

25
決
算
の
認
定

【
議
案
第
８
号
】　

平
成
25

年
度
軽
米
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
を
不
認
定
と

し
ま
し
た
。

〔
賛
成
少
数
で
不
認
定
〕

【
議
案
第
９
号
】　

平
成
25

年
度
軽
米
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
事
業
勘
定
歳

入
歳
出
決
算
を
認
定
し
ま

し
た
。

　
〔
賛
成
多
数
で
認
定
〕

【
議
案
第
10
号
】　

平
成
25

年
度
軽
米
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
認
定
〕

【
議
案
第
11
号
】　

平
成
25

年
度
軽
米
町
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を

認
定
し
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
認
定
〕

【
議
案
第
12
号
】　

平
成
25

年
度
軽
米
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

を
認
定
し
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
認
定
〕

【歳入】
・普通交付税（地方交付税△ 3,335 万円）
・地域経営推進費（県補助金 327 万円）
・放課後児童健全育成支援事業費補助金
　（県補助金 128 万円）

・次世代自動車インフラ整備事業補助金（雑入 175 万円）
【歳出】
・軽米町地域活動支援事業費補助金（企画費 200 万円）
・小型除雪機購入費（企画費 296 万円）
・晴山地区保育施設用備品購入
　（児童福祉施設費 2,000 万円）

・庁舎電気自動車（EV）用充電設備設置工事
　（環境衛生費 529 万円）

❀❀❀　主な補正予算の内容　❀❀❀

一般会計補正予算（第４号）

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
適
任
答
申

【
諮
問
第
１
号
】　

人
権
擁

護
委
員
の
推
薦
に
関
し
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、「
適
任
」
と
答
申
し

ま
し
た
。

＊
住
所　

軽
米
町
大
字
山

　
　
　
　

内
32
―
29
―
５

　
　
　
　
（
新
井
田
）

＊
氏
名　

笹
山
結
実
男

＊
再
任

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

条
例
の
新
設

【
議
案
第
１
号
】　
「
軽
米

町
地
域
型
保
育
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
」
の
設

置
に
つ
い
て
、
決
定
し
ま

し
た
。（
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
等
の
施
行
に
伴

い
、
家
庭
的
保
育
事
業
や

小
規
模
保
育
事
業
な
ど
町

の
認
可
基
準
と
な
る
保
育

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
し
定
め
る
内
容
で
す
）

　
〔
賛
成
多
数
で
可
決
〕

【
議
案
第
２
号
】　
「
軽
米

町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
」
の
設
置

に
つ
い
て
決
定
し
ま
し

た
。（
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
等
の
施
行
に
伴

い
、
利
用
定
員
な
ど
町
の

特
定
教
育
・
保
育
施
設
の

運
営
な
ど
に
関
し
て
の
基

準
を
定
め
る
内
容
で
す
）

　
〔
賛
成
多
数
で
可
決
〕

月日 曜 内　容

８月
26 日

火 議会運営委員会

９月
２日

火
本会議招集日

（議案の提案、審査の付託、人事案件決議）

３日 水（休会）

４日 木 一般質問（４人）、議会運営委員会

５日 金 一般質問（４人）、議会運営委員会

６日 土（休会）

７日 日（休会）

８日 月
総務教育民生常任委員会、

決算等審査特別委員会、議会運営委員会

９日 火 決算等審査特別委員会

10 日 水 決算等審査特別委員会

11 日 木 決算等審査特別委員会、議会運営委員会

12 日 金
最終本会議

（議案・請願・意見書の採決）

９月定例会関連の日程

町
税
条
例
」
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。（
地
方
税

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
軽

自
動
車
税
の
小
型
特
殊
自

動
車
の
う
ち
農
耕
作
業
用

を
２
千
４
０
０
円
に
、
そ

の
他
の
も
の
を
５
千
９
０

０
円
と
す
る
も
の
で
す
）　

＊
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
　
〔
賛
成
多
数
で
可
決
〕

【
議
案
第
５
号
】　
「
軽
米

町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

給
付
条
例
」
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。（
母
子
及

平成 26年度会計別歳入歳出予算

会計別
予算額

今回補正額 予算総額

一般会計 3790 万円 77 億　 10 万円

特
別
会
計

国民健康保険 4400 万円 14 億 2700 万円

下水道事業 324 万円 1 億 1724 万円

介護保険 － 7440 万円

後期高齢者 － 8350 万円

　※金額はすべて 1万円未満の金額を切り捨てています
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３臨時会の結果報告

財
産
取
得

【
議
案
第
１
号
】　

財
産
の

取
得
に
関
し
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決

し
ま
し
た
。（
13
㌧
級
除

雪
ド
ー
ザ
１
台
、
取
得
価

格
１
６
５
９
万
９
６
０
０

円
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
第
２
号
】　

財
産
の

取
得
に
関
し
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決

し
ま
し
た
。（
１
・
３
ｍ
級

小
型
除
雪
車
１
台
、
取
得

価
格
２
０
３
０
万
４
千

円
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
第
３
号
】　

財
産
の

取
得
に
関
し
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決

し
ま
し
た
。（
小
学
校
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ

ン
62
台
及
び
中
学
校
用

パ
ソ
コ
ン
41
台
、
周
辺

工
事
契
約

【
議
案
第
１
号
】
町
道
軽

米
高
家
線
道
路
改
良
舗
装

１
号
工
事
の
請
負
契
約
の

締
結
に
関
し
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決

し
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
第
２
号
】　

軽
米
小

学
校
旧
校
舎
等
解
体
Ⅰ
期

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま

し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
第
３
号
】　

軽
米
小

学
校
旧
校
舎
等
解
体
Ⅱ
期

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま

し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
第
４
号
】　

軽
米
小

学
校
屋
外
環
境
整
備
Ⅲ
期

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま

し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
第
５
号
】　

ハ
ー
ト

フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
軽

米
町
営
野
球
場（
内
外
野
）

改
修
工
事
の
請
負
契
約
の

軽
米
小
旧
校
舎
解
体
な
ど
工
事
契
約

５
件
と
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

除
雪
機
械
２
件
と
小
中
学
校
用

パ
ソ
コ
ン
の
購
入
契
約
を
可
決

❀❀　主な補正予算の内容　❀❀
一般会計補正予算（第３号）

【歳入】
・過疎地域等自立活性化推進補助金
　（国庫補助金 1,000 万円）

【歳出】
・創年のたまり場推進協議会補助金
　（企画費 1,000 万円）

年
度
軽
米
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
で
、
歳
入
歳
出
と

も
３
２
４
万
５
千
円
を

増
額
補
正
し
、
総
額
は

１
億
１
７
２
４
万
５
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

請
願
・
陳
情

【
請
願
陳
情
第
25
号
・
26

号
】　
「『
被
災
児
童
生
徒

就
学
支
援
等
臨
時
特
例
交

付
金
』
の
継
続
を
求
め
る

請
願
」
と
「
消
費
税
増
税

の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

提
出
を
求
め
る
請
願
書
」

の
２
件
を
総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

本
会
議
に
お
い
て
す
べ
て

採
択
し
ま
し
た
。（
詳
細

は
左
欄
参
照
）

意
見
書
提
出

　

発
議
案
第
１
号
か
ら
５

号
ま
で
の
全
５
件
に
つ
い

て
、
総
務
教
育
民
生
常
任

委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

岩
手
県
及
び
政
府
関
係
機

関
へ
の
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

【
発
議
案
第
１
号
】「
被
災

児
童
生
徒
就
学
支
援
等
臨

時
特
例
交
付
金
」
継
続
に

向
け
た
意
見
書

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
発
議
案
第
２
号
】
消
費

税
10
％
へ
の
増
税
の
中
止

を
求
め
る
意
見
書

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
第
13
号
】　

平
成
25

年
度
軽
米
町
水
道
事
業
会

計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た

　
〔
全
員
賛
成
で
認
定
〕

補
正
予
算

【
議
案
第
14
号
】　

平
成

26
年
度
軽
米
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
で
、
歳
入
歳
出
と

も
３
７
９
０
万
４
千
円

を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

第
32
回
臨
時
会
で
の
補

正
と
合
わ
せ
た
総
額
は

77
億
10
万
９
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
第
15
号
】　

平
成

26
年
度
軽
米
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
で
、
歳
入
歳

出
と
も
４
４
０
０
万
円
を

増
額
補
正
し
、
総
額
は

14
億
２
７
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
第
16
号
】　

平
成
26

【請願陳情第 25 号】　全員賛成で採択
　「被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金」
の継続を求める請願について
　（請願者）岩手県教職員組合
　　　　　　中央執行委員長　砂金良昭ほか
　（紹介議員）山本幸男議員
　　　　　　  茶屋　隆議員

【請願陳情第 26 号】　全員賛成で採択
　消費税増税の撤回を求める意見書提出を求め
る請願書
　（請願者）消費税廃止岩手県各界連絡会
　　　　　　代表　藤沢光一
　（紹介議員）山本幸男議員
　　　　　　  古舘機智男議員

❀　請願陳情の内容と採択結果　❀

❀　意見書の提出　❀

【発議案第 1 号】　全員賛成で可決
　「被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金」
の継続に向けた意見書
　（提出先）文部科学大臣、財務大臣、復興大
臣

【発議案第 2 号】　全員賛成で可決
　消費税１０％への増税の中止を求める意見書
　（提出先）内閣総理大臣

【発議案第 3 号】　全員賛成で可決
　私学助成の充実を求める意見書
　（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科
学大臣、衆議院議長、参議院議長、岩手県知事

【発議案第 4 号】　全員賛成で可決
　被災者の医療費窓口負担の免除継続を求める
意見書
　（提出先）岩手県知事ほか

【発議案第 5 号】　全員賛成で可決
　被災者の医療費窓口負担の免除継続・復活を
求める意見書
　（提出先）内閣総理大臣、厚生労働大臣、財
務大臣、総務大臣、復興大臣、衆議院議長、参
議院議長

【
発
議
案
第
３
号
】
私
学

助
成
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
発
議
案
第
４
号
】
被
災

者
の
医
療
費
窓
口
負
担
の

免
除
継
続
を
求
め
る
意
見

書
　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
発
議
案
第
５
号
】
被
災

者
の
医
療
費
窓
口
負
担
の

免
除
継
続
・
復
活
を
求
め

る
意
見
書

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

町
議
員
の
定
数
は

現
状
維
持
で
決
定

　

本
年
６
月
定
例
会
で
設

置
さ
れ
た
「
軽
米
町
議
会

議
員
の
定
数
等
調
査
特
別

委
員
会
」
に
お
い
て
、
協

議
し
決
定
し
た
内
容
に
つ

い
て
委
員
長
報
告
が
行
わ

れ
、
現
状
維
持
と
す
る
報

告
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。（
関
連
記
事
は
10
～

12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
〔
賛
成
多
数
で
可
決
〕

締
結
に
関
し
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決

し
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

補
正
予
算

【
議
案
第
６
号
】　

平
成
26

年
度
軽
米
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
で
、

歳
入
歳
出
と
も
に
１
１
８

２
万
６
千
円
を
増
額
補
正

し
、
総
額
は
76
億
６
２
２

機
器
一
式
、
取
得
価
格

３
４
９
９
万
２
千
円
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

０
万
５
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

工
事
契
約

【
議
案
第
１
号
】　

ハ
ー
ト

フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
軽

米
町
営
野
球
場
ス
コ
ア
ボ

ー
ド
改
修
工
事
の
請
負
契

約
の
締
結
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

ハ
ー
ト
フ
ル
球
場
掲
示
板

改
修
工
事
契
約
を
可
決

第 31回臨時会
（平成 26 年 7 月 15 日開催）

第 32回臨時会
（平成 26 年 7 月 31 日開催）

第 34回臨時会
（平成 26 年 10 月 8 日開催）

画面に触れて操作するタブ
レット型パソコンが軽米小と
小軽米小に整備されました

全
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
化
さ
れ
る
ス

コ
ア
ボ
ー
ド（
写

真
は
改
修
前
）
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町
補
助
金
執
行
へ
の
疑
問
と
決
算
書
を
修
正

　
年
度
一
般
会
計
決
算
に
反
対
意
見
が
多
数

←
議
案
第
１
〜
３
号
関
連

【
質
問
】
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
の
内
容
は
。

（
健
康
福
祉
課
長
）
主
に

３
つ
の
課
題
解
決
に
向
け

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

①
所
管
が
内
閣
府
に
一
本

化
さ
れ
施
設
も
「
認
定
子

ど
も
園
」
を
奨
励
。
ま
た

保
育
園
入
所
の
際
の
条
件

が
一
部
緩
和
さ
れ
る
。
②

地
域
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

充
実
。
③
待
機
児
童
の
解

消
の
た
め
の
受
け
入
れ
体

制
充
実
と
財
政
支
援
。

【
質
問
】
家
庭
的
小
規
模

事
業
の
家
庭
的
保
育
者
の

「
乳
児
３
人
ま
で
は
保
育

者
１
人
」
の
基
準
を
更
に

を
充
実
さ
せ
て
は
。

（
健
康
福
祉
課
長
）
国
基

準
で
の
対
応
と
し
た
。
実

施
の
際
は
考
慮
し
た
い
。

←
議
案
第
４
号
関
連

【
質
問
】
町
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
、
改
正

し
な
い
場
合
町
に
対
し
て

の
罰
則
規
定
が
あ
る
か
。

（
税
務
会
計
課
長
）
特
に

な
い
が
、
他
の
軽
自
動
車

税
と
の
負
担
水
準
の
適
正

　
９
月
２
日
の
本
会
議
で
提
案
さ
れ
た
議
案
16
件
に
つ

い
て
、
内
容
を
審
査
す
る
た
め
平
成
25
年
度
軽
米
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
泉
山
優

委
員
長
）
を
設
置
し
、
付
託
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
委

員
会
に
お
け
る
各
議
員
か
ら
の
質
問
と
町
当
局
の
答
弁

内
容
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

や
均
衡
を
図
る
観
点
か
ら

改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
質
問
】
公
的
な
差
し
押

さ
え
等
々
、
回
収
し
た
部

分
の
件
数
・
金
額
は
。

（
税
務
会
計
課
長
）
差
し

押
さ
え
件
数
は
、
預
金
が

１
件
12
万
９
千
円
、
還
付

金
が
80
万
円
弱
、
42
件
。

←
議
案
第
７
号
関
連

【
質
問
】
出
産
費
用
の
平

均
負
担
額
は
い
く
ら
か
。

（
町
民
生
活
課
長
）
平
成

24
年
度
の
全
国
平
均
で

41
万
７
千
円
。
う
ち
公
的

医
療
機
関
で
は
40
万
６
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

←
議
案
第
８
号
関
連

【
質
問
】
平
成
25
年
度
一

般
会
計
決
算
書
で
、
災
害

復
旧
費
県
補
助
金
が
当
初

予
算
が
ゼ
ロ
で
、
補
正
予

算
が
２
０
７
５
万
１
千
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
最

終
的
に
調
定
額
、
収
入
済

み
額
と
も
ゼ
ロ
で
あ
る
。

備
考
欄
に
も
説
明
が
な

い
。
決
算
書
は
一
般
町
民

に
も
わ
か
り
や
す
く
す
る

義
務
が
あ
る
の
で
は
。

（
総
務
課
長
）
26
年
度
に

繰
り
越
し
を
し
た
も
の
だ

が
、
備
考
欄
に
説
明
が
無

く
申
し
訳
な
い
。
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
質
問
】
財
政
状
況
に
つ

い
て
数
値
的
に
は
問
題
な

い
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、

実
際
の
状
態
、
将
来
に
つ

い
て
の
考
え
は
。　
　

↖

25
　

第
33
回
軽
米
町
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
平
成
25

年
度
一
般
会
計
決
算
等
等

審
査
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、

結
果
と
経
過
を
報
告
し
ま

す
。
本
特
別
委
員
会
は
、

９
月
８
日
か
ら
11
日
ま
で

の
４
日
間
、慎
重
審
査
し
、

全
議
案
と
も
活
発
な
質
疑

が
あ
っ
た
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

関
連
で
は
、
多
様
化
す
る

町
内
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
は

調
査
結
果
を
も
と
に
今
後

対
応
し
て
い
き
た
い
と
の

町
の
説
明
に
、
一
人
で
３

人
の
子
ど
も
を
見
る
国
の

基
準
は
不
可
能
で
は
な
い

か
、
軽
自
動
車
税
の
値
上

げ
は
町
民
に
影
響
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

　

決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
決
算
に
お

い
て
平
成
26
年
度
へ
の
繰

越
明
許
費
分
な
ど
の
説
明

が
不
十
分
と
し
て
、
一
般

会
計
の
決
算
書
の
備
考
欄

な
ど
３
カ
所
の
修
正
が
な

さ
れ
た
ほ
か
、
農
林
水
産

業
費
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

食
害
の
問
題
、
商
工
費

で
は
町
物
産
館
交
流
館
の

土
日
営
業
に
つ
い
て
提
案

が
あ
っ
た
。
軽
米
町
協
働

参
画
地
域
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
支
援
金
に
つ
い
て
、
補

助
金
交
付
の
取
扱
い
が
不

適
切
で
は
な
い
か
と
の
指

摘
が
あ
っ
た
。
土
木
費
で

は
、
赤
線
青
線
の
管
理
に

つ
い
て
の
ほ
か
、
雪
谷
川

ダ
ム
の
泥
の
処
理
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

　

国
保
会
計
決
算
に
つ
い

て
は
、
危
機
的
な
状
況
に

あ
る
国
保
財
政
に
つ
い
て

や
、
短
期
保
険
証
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
で
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
へ
の
謝
礼
を
町
の

特
産
品
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
な

ど
で
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
の
町
の
回
答
が
あ
っ

た
ほ
か
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
に
も
多
く
の

質
疑
が
あ
っ
た
。

　

採
決
結
果
に
つ
い
て
申

し
上
げ
る
。
反
対
の
あ
っ

た
議
案
で
、
議
案
第
１
号

か
ら
４
号
ま
で
は
賛
成
多

数
で
可
決
、
議
案
第
８
号

は
賛
成
少
数
で
不
認
定
、

議
案
第
９
号
は
賛
成
多
数

で
認
定
、
議
案
第
５
号
か

ら
７
号
、
14
号
か
ら
16
号

は
全
会
一
致
で
可
と
決
し

た
。

　

ま
た
議
案
第
10
号
か
ら

13
号
は
全
会
一
致
で
認
定

と
決
し
た
。

　

以
上
、
報
告
す
る
。

集
落
営
農
の
組
織
の
状
況

と
見
込
み
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）
現
在

は
無
い
。
現
状
は
畑
作
が

主
体
で
集
落
営
農
に
結
び

つ
か
な
い
。
集
落
で
話
し

合
い
、
今
後
に
つ
い
て
意

見
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

【
質
問
】
道
路
の
赤
線
・

青
線
の
管
理
は
。

（
地
域
整
備
課
長
）
国
か

ら
町
に
移
管
（
譲
渡
）
さ

れ
た
も
の
で
。
基
本
的
に

は
使
用
す
る
方
に
お
願
い

し
て
い
る
。

【
質
問
】
火
災
報
知
機
の

設
置
状
況
と
婦
人
消
防
協

力
隊
の
考
え
方
は
。

（
総
務
課
長
）
24
年
度
で

８
割
が
設
置
済
み
。
婦
人

協
力
隊
に
限
ら
ず
地
域
で

の
消
防
防
災
へ
の
協
力
体

制
、
自
主
防
災
組
織
な
ど

の
検
討
し
た
い
。

【
質
問
】
全
国
学
力
調
査

の
結
果
と
公
表
は
。

（
教
育
長
）
調
査
目
的
や

公
表
に
よ
る
弊
害
を
考
慮

　 第 33 回定例会
　　平成 25 年度軽米町一般会計歳入歳出決算等審査特別委員会 報告

泉山　優
平成 25 年度

一般会計決算等
審査特別委員会

委員長
９月 12 日本会議場
での委員長報告から

委員長報告

（
町
長
）
問
題
が
無
く
は

な
い
が
最
悪
の
状
態
は
脱

し
た
と
思
う
。
今
後
は
施

設
の
老
朽
化
、
福
祉
対
策

な
ど
の
優
先
度
を
定
め
対

応
し
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
職
員
研
修
参
加

負
担
金
に
つ
い
て
、
研
修

の
中
身
は
。

（
総
務
課
長
）
市
町
村
ア

カ
デ
ミ
ー
や
専
門
研
修
な

ど
に
86
人
、
全
職
員
の
60

％
以
上
が
参
加
。
ほ
か
に

軽
邑
ま
ち
づ
く
り
塾
、
外

部
講
師
に
よ
る
研
修
等
を

実
施
し
て
い
る
。

【
質
問
】
地
域
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ン
チ
事
業

の
相
談
実
績
等
は
。

（
健
康
福
祉
課
長
）
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
専
任
職

員
１
名
を
配
置
し
相
談
、

申
請
代
行
等
を
実
施
。
相

談
数
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
半
数
を
担
う
。

【
質
問
】
直
接
支
払
制
度

が
な
く
な
る
と
農
業
を
辞

め
る
な
ど
の
声
を
聞
く
。

し
公
表
は
控
え
る
が
、
全

体
的
に
小
・
中
と
も
に
努

力
し
て
お
り
更
に
数
学
指

導
に
改
善
を
図
り
た
い
。

←
議
案
第
13
号
関
連

【
質
問
】
水
道
管
の
老
朽

化
に
つ
い
て
40
年
以
上
の

も
の
が
あ
る
の
か
。

（
水
道
事
業
所
）
石
綿
セ

メ
ン
ト
管
は
40
年
以
上
経

過
し
町
内
は
ほ
ぼ
更
新
し

た
。
観
音
林
と
山
内
は
約

40
％
が
石
綿
管
で
今
後
、

更
新
計
画
を
立
て
た
い
。

←
総
括
質
疑

【
質
問
】
地
域
創
造
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
補
助
金
が
当

初
予
算
50
万
円
で
決
算
額

は
70
万
円
。
補
助
金
を
流

用
す
る
こ
と
は
お
か
し
く

補
正
す
べ
き
で
な
い
か
。

（
総
務
課
）
事
業
内
容
は

審
議
会
で
審
査
し
地
域
活

性
化
事
業
と
し
て
同
内
容

の
補
助
金
の
枠
内
で
節
内

流
用
し
交
付
決
定
し
た
。

（
町
長
）
手
続
き
上
は
問

題
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
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議員定数は現 14議席を維持

　

最
終
本
会
議
で
行
わ
れ

た
委
員
長
報
告
に
対
す
る

討
論
に
は
、
反
対
討
論
４

名
、
賛
成
討
論
４
名
の
計

８
名
が
登
壇
し
ま
し
た
。

（
発
言
要
旨
は
12
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

　

反
対
討
論
で
は
、「
人

口
減
等
を
勘
案
し
身
の
丈

に
あ
っ
た
人
数
に
す
べ

き
」
や
「
経
費
削
減
に
議

員
自
ら
身
を
切
る
べ
き
」

な
ど
定
数
削
減
を
求
め
る

議
員
に
対
し
、「
削
減
に

よ
り
町
民
の
声
が
届
き
に

く
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
」、

「
町
長
の
大
き
な
権
限
に

　

本
特
別
委
員
会
は
町
議

会
の
議
員
定
数
等
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
、
今
後
の

議
員
定
数
等
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
６
月
の
第
30
回
定
例

会
に
お
い
て
設
置
さ
れ

た
。
同
日
、
第
１
回
委
員

会
を
開
催
し
て
以
来
こ
れ

ま
で
終
始
活
発
な
議
論
が

な
さ
れ
て
き
た
。

　

第
２
回
委
員
会
で
は
他

町
村
の
状
況
視
察
や
、
住

民
公
聴
会
開
催
の
是
非
、

定
数
減
の
場
合
の
懸
念
さ

れ
る
こ
と
、
議
会
と
し
て

勉
強
会
開
催
を
、
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
意
見
を
受
け
て
同
幹

事
会
で
検
討
し
、
岩
手
県

町
村
議
会
議
長
会
の
事
務

局
長
に
講
話
を
依
頼
。
８

月
12
日
に
「
議
会
の
活
性

対
し
て
議
会
の
機
能
を
低

下
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」

な
ど
の
現
在
定
数
維
持
に

賛
成
す
る
議
員
と
で
、
町

議
会
を
二
分
す
る
熱
意
あ

ふ
れ
る
討
論
が
交
錯
し
ま

し
た
。

　

起
立
採
決
で
は
、
賛
成

議
員
７
名
に
よ
り
多
数
決

で
委
員
長
報
告
を
可
決
。

現
在
定
数
の
14
名
と
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
の
定
数

は
、
平
成
23
年
４
月
の
任

期
満
了
に
伴
う
選
挙
の
際

に
、
そ
れ
ま
で
の
16
人
か

ら
２
人
削
減
し
、
現
在
の

14
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

化
」
と
題
し
た
議
員
勉
強

会
を
開
催
し
た
。

　

第
３
回
委
員
会
で
は
意

見
の
取
り
ま
と
め
に
入

り
、
①
減
ら
す
の
で
あ
れ

ば
（
周
知
期
間
等
を
考
慮

し
）
９
月
定
例
会
で
決
め

る
べ
き
、
②
議
論
が
ま
だ

足
り
な
い
、
③
定
数
削
減

と
と
も
に
報
酬
の
見
直
し

を
、
④
町
民
と
一
緒
に
考

え
る
機
会
を
、
⑤
町
民
と

の
意
見
交
換
を
、
⑥
町
民

の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め

現
在
定
数
が
良
い
、
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

以
上
、
定
数
削
減
と
現

在
定
数
に
意
見
が
分
か
れ

ま
し
た
が
、採
決
の
結
果
、

賛
否
同
数
と
な
り
、
委
員

長
判
断
に
よ
り
現
在
定
数

の
ま
ま
と
す
る
こ
と
で
決

し
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

舘 坂 久 人
委員長

軽米町議会議員の定
数等調査特別委員会

委員長報告

軽米町議会議員の定数等調査
特別委員会報告書より抜粋

賛否拮抗し８名が
活発な討論を展開

軽米町議会議員の定数等調査特別委員会 報告

平
成
26
年

６月 12 日 第 1 回委員会
（正副委員長の選任、幹事の選任等）

６月 18 日 第 1 回幹事会
（内容協議、次回委員会の開催日等）

７月２日 第２回委員会
内容協議（定数、講演会、視察等）

７月 15 日 第２回幹事会
内容協議（講演会、視察等）

７月 31 日 第３回幹事会
内容協議（講演会、視察等）

８月 12 日
第３回委員会　勉強会
　テーマ：「議会の活性化について」
　講　師：県町村議会議長会事務局長

８月 25 日 第４回幹事会
（意見集約、次回委員会開催日等）

９月２日 第４回委員会
（とりまとめについて等）

９月 12 日 ９月定例会最終本会議で委員長報告

議員定数等調査特別委員会に関する
これまでの経過

　

テ
ー
マ
は
「
議
会
の
活
性
化
」

に
つ
い
て
だ
が
、
一
般
的
に
地
方

議
会
は
今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

考
え
た
い
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
も
十
分
議
論
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
簡
単
な
よ
う
で
結
論
が
出

な
い
問
題
。
減
か
、
増
か
、
現
状

維
持
か
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
が
あ
る
。
決
定
的
な
杓し
ゃ
く
し子
定
規

は
無
く
、
難
し
い
課
題
で
あ
る
。

　

私
の
考
え
と
し
て
は
、
議
員
の

数
を
ど
の
程
度
に
す
る
か
は
、
議

会
の
構
成
と
運
営
上
の
根
本
的

な
問
題
で
あ
り
、
軽
米
町
議
会

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め

に
は
こ
の
く
ら
い
の
議
員
が
必

要
だ
と
判
断
を
つ
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
非
常
に
難
し
い

こ
と
で
も
あ
る
。
町
議
会
が
そ

の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、

ど
こ
に
重
点
を
置
い
て
議
会
運

営
を
し
た
ら
良
い
の
か
、
定
数

や
報
酬
を
含
め
た
見
直
し
に
加

え
円
滑
な
議
員
活
動
の
た
め
の

条
件
的
な
整
備
も
必
要
で
あ

る
。
も
は
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的

に
や
れ
ば
良
い
と
い
う
時
代
で

は
な
い
。
条
件
的
な
こ
と
も

き
っ
ち
り
と
考
え
な
が
ら
、
町

民
に
理
解
さ
れ
な
が
ら
や
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

「
議
会
の
活
性
化
」
勉
強
会

わ
が
町
議
会
の
将
来
を
考
え
る

【質問】町民アンケート調査などの必要性も感じ
るが、今の段階で 9 月定例会までに議論、結論
を出すことについてどう考えるか？

（答）時間的な制約はあると思うが、定数や報酬
に関して住民に議会の考えを伝え、住民から意見
を出してもらう意見交換を行うことは必要である
と思う。

【質問】議会基本条例の県内の状況は？
（答）県内では西和賀町を皮切りに、田野畑村、

紫波町、雫石町で策定。取り組み中が矢巾町、洋
野町など。条例は住民に公開する点で議会基本条
例を作ること自体に大きな意義がある。しかし、
他のマネだけで実践が伴わないと意味が無い。軽
米町に合ったもの、修正を加えながら時間をかけ
て作り上げていくことが重要。

【質問】政務調査費の支出について？　↗

（答）県内町村では紫波町のみで実施している。
必要なものは条件整備を行い住民にも説明し、議
員活動をきちっとやれる態勢にもっていくことが
必要だと考える。

【質問】地方議員の位置づけの明確化について地
方自治法の改正等の今後は？

（答）県、市、町村議長会で要望はしているが進
んでいないのが現実。国・官僚とは地方議会に対
する認識にずれがあると感じる。将来的な可能性
はあり今後も継続して要望していく。

【質問】定数に関連して議員自らのプロ化、レベ
ルアップを図ることが必要と考えるが？

（答）より専門化していけば定数は少数でも可能
ではあるかもしれないが、議員としての役割、町
民が期待してることは何かを考え、その上でわが
町の議員としての在り方を議論していくべき。

「
議
会
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
の
質
問
を
紹
介
し
ま
す

　講師
岩手県町村議会
議長会事務局長

　米田 武美　氏

　

定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
は
３
回
目
の
委
員
会
と

な
っ
た
８
月
12
日
、「
議
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
町
村
議
長
会

の
米
田
武
美
事
務
局
長
を
講
師
に
、
議
員
定
数
の
考
え

方
や
今
後
の
町
村
議
会
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
発
言
要
旨
と
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

適用年 定数
昭和 30 年

（町村合併時） 26 人

昭和 42 年 20 人
平成 11 年 18 人
平成 19 年 16 人
平成 23 年 14 人
平成 27年 14 人

軽
米
町
議
会
の
議
員
定
数
推
移

本会議場での討論の内容は、
12 ページに掲載しています

討
論
内
容
は
次
の
ペ
ー
ジ
へ

☜
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18　８人で広く町政質
ただ

す
　第 33 回定例会の一般質問は、９月４日に４名が、翌５日には４名
が行い、町政運営等について幅広い分野にわたり質問しました。
　各議員の質問内容と山本賢一町長をはじめ町当局の回答・姿勢につ
いてご紹介します。
　なお、紙面の都合上、複数項目について質問した議員については主
要テーマ（下記太字項目）について詳しく紹介するほか、質問要旨や
回答内容は要約して掲載していますのであらかじめご了承ください。

質問議員 質問事項

前田　泰穂　議員

　医療費助成制度について

　遊歩道の整備について

　教育委員会と農業員会の制度の見直しについて

松浦　満雄　議員
　農業振興について

　次期町長選挙について

中村　光夫　議員　宿泊研修施設の整備について

古舘機智男　議員

　マイマイガ対策について

　広島の土石流災害から何を学び、軽米にどう生かすか、
　また被災地支援はどうか

　日本創生会議が提起した消滅する可能性の高い自治体と
　された我が町だが、町長の感想を伺う

細谷地多門　議員
　町の交通安全対策について

　まちのＰＲ、地域おこしについて

泉山　　優　議員　再生可能エネルギー施設（鶏糞バイオマス発電とメガソー　ラー）について

茶屋　　隆　議員

　職員採用について

　ふるさと納税について

　第 4 次軽米町行政改革実施計画について

山本　幸男　議員

　元気な町づくりについて

　町の活性化対策として古里再生を図ってはどうか

　固定資産未評価問題について

第 33 回
定例会

一般質問

　現定数 14 人は近隣町村ともバ
ランスがとれており、これ以上
減らしてはならない。報酬も他
町村と比較しても下位のほうで
当面適当と思う。削減で危惧さ
れるのは多様な意見が少なくな
ること、新人の出馬が難しくな
ること。議会がこれ以上こじん
まりとなると、権限が拡大する
町長との均衡がとれなくなる。

委員長報告（現在定数を維持）に対する本会議上での表決結果　（賛成：○、反対：×、欠席：欠）

議　員　名　

　議　題　名

前
田
泰
穗

茶
屋　

隆

大
村　

税

中
村
光
夫

上
岩
紀
男

松
浦
満
雄

本
田
秀
一

細
谷
地
多
門

泉
山　

優

川
原
木
賢
一

古
舘
機
智
男

山
本
幸
男

舘
坂
久
人

賛成 反対 結果

議員定数を現状のままとする報告 × × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ７ ６ 可決

定
数
の
現
状
維
持
に
賛
成

定
数
の
削
減
を
す
べ
き

　委員会での議論が足りなく拙
速な進め方であり、内容が十分
に議論・調査されていない。結
論ありきの感がある。今任期の
決意表明で議員定数の削減を一
番に取り上げた。今でもその気
持ちには変わりはない。町の人
口が 1 万人を切るという状態に
あり、私たち議員も削減するべ
きだと思う。

　定数削減は、①町長の権限が
強大で議会が弱体化し民主主義
の根幹に関わる町民の声が反映
されにくくなる。②行政の監視・
チェック機能が弱体化する。③
議会が仲良しクラブ的な場にな
り極端には議会の不要論にもつ
ながる。④優秀な新人議員が立
候補しにくくなる。今後時間を
かけて十分議論していくべき。

　本特別委員会の設置を議長に提
案した。今回の委員長報告は町民
の声が反映されたものではない。
定数を削減しても工夫次第で議会
の使命は果たすことが可能。行政
をチェックし自ら提案をする機能
を十分に発揮し、顔が見えて分か
りやすい議会と議論が必要。議員
定数を削減し、行政側に一層の行
財政改革の取り組みを求めたい。

　二元代表制の地方自治体は執
行機関と議決機関が対等の立場
を堅持することが住民自治を守
るために最も大事である。地方
分権により今後さらに町長の執
行権が増大する中、行政サービ
スが公正で公平で住民からの距
離が遠くならないようにしてい
くべき。削減は議会機能の低下
につながる恐れもあり、現状維
持に賛成する。

　特別委員会での議論が足りな
い。町民の意見を聞く機会もな
く、理解が全く得られない。議
会自らが身を削り、目に見える
議会改革が不可欠だ。委員長裁
定は、今回のケースでは条件が
厳しい方を取るべきで、議会改
革の姿勢が見られない。多くの
町民から支持される議会を保つ
ため、ぜひ我々自ら厳しい決断
を示すべきと考える。

　合併当時の 26 人が今は 14 人。
定数削減は①地方自治の弱体化
と、②住民の地方自治への参加
を縮小し住民と議員とが遠くな
る。③分権社会は自治体の権限
が増える一方で議員定数を減ら
したからといって優秀な新人議
員が出るとは限らない。可否同
数で現状維持とした委員長の判
断は当然のこと。議論が深まっ
ていないからこそ現状とすべき。

　多様な意見を反映させるには
住民と町との協働参画事業や議
会報告会等を定期開催すること
が重要。議員は能力向上を図り、
活動に十分な時間を充てられる
専業が理想で、削減した経費分
を新議員を志せるよう報酬の引
き 上 げ も 考 え る べ き で は な い
か。議会改革のチャンスを逃し
てはならない。定数は 12 人が
妥当であると考える。

現定数・報酬とも妥当 議論不足で拙速な結論

議会の弱体化を懸念 削減し町改革も求める

対等な立場を堅持する 目に見える議会改革を

減は地方自治を弱体化 削減し報酬の見直しも

古舘　機智男
議員

大村　　税
議員

中村　光夫
議員

山本　幸男
議員

泉山　　優
議員

茶屋　　隆
議員

細谷地　多門
議員

松浦　満雄
議員

現
在
の
定
数

（14
人
）
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
に
賛
成
・
反
対　
　

あ
な
た
は
ど
ち
ら
の
意
見
に
賛
成
し
ま
す
か
？

本会議場（9月 12 日）での討論を紹介します項
　目
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一般質問

小
軽
米
地
区
の
圃
場
整
備

早
期
の
着
工
で
起
爆
剤
に

国
と
県
の
予
算
が
削
減

受
益
者
の
理
解
と
協
力
を

図
り
早
期
着
工
を
め
ざ
す

答

【
質
問
】
軽
米
町
過
疎
地

域
促
進
計
画
（
Ｈ
22
～

27
）
で
は
中
山
間
地
域
総

合
対
策
事
業
小
軽
米
地
区

全
体
計
画
と
し
て
水
田
の

区
画
整
理
42
㌶
の
測
量
試

験
が
、
事
業
主
体
を
岩
手

県
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、
進
捗
が
見
ら
れ
な

い
。状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
水
田
の
区
画
整

理
事
業
は
農
業
振
興
上
、

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
町

で
は
こ
れ
ま
で
高
家
地

区
、
大
清
水
地
区
で
県
営

事
業
を
活
用
し
区
画
整
理

事
業
な
ど
を
実
施
し
て
き

た
。
小
軽
米
地
区
の
水
田

圃
場
整
備
に
つ
い
て
は
軽

米
地
域
自
立
促
進
計
画
の

ほ
か
町
農
業
農
村
整
備
事

業
管
理
計
画
に
も
計
画
さ

れ
、
町
と
し
て
重
要
な
事

業
で
あ
る
。
国
の
農
業
農

村
整
備
事
業
関
係
予
算
が

平
成
22
年
度
に
大
幅
に
削

減
さ
れ
、
県
予
算
も
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
新

規
着
工
地
区
の
採
択
が
抑

制
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

町
と
し
て
は
受
益
者
皆
様

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
早
期
の
事
業
着
工
を

目
指
す
の
で
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

【
産
業
振
興
課
長
】
事
業

採
択
に
は
、
地
元
同
意
は

も
ち
ろ
ん
高
い
農
地
集
積

や
担
い
手
な
ど
熟
度
と
確

度
の
高
い
地
区
が
優
先
さ

れ
る
。
同
地
区
の
圃
場
整

備
に
は
地
域
内
の
話
合
い

を
進
め
る
こ
と
が
最
も
効

果
的
で
あ
る
。
地
域
の
皆

さ
ん
の
合
意
形
成
が
図
ら

れ
る
よ
う
意
向
調
査
や
集

落
説
明
会
を
開
催
し
早
期

に
事
業
採
択
が
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
参
り
た
い
。
区

画
整
理
事
業
の
受
益
者
負

担
金
に
つ
い
て
は
、
中
山

間
地
域
の
場
合
通
常
５
％

だ
が
、
農
地
経
営
高
度
化

促
進
事
業
の
活
用
に
よ
り

受
益
者
負
担
の
軽
減
を
図

っ
て
参
り
た
い
。

【
再
質
問
】
計
画
さ
れ
る

水
田
は
小
軽
米
地
区
農
業

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
農
地
で

あ
り
地
区
の
宝
で
も
あ

る
。
こ
の
宝
を
磨
き
、
近

代
化
す
る
こ
と
で
小
軽
米

地
区
が
活
性
す
る
と
考
え

る
。
住
民
が
話
し
合
い
を

し
な
が
ら
行
政
と
と
も
に

考
え
を
ま
と
め
て
い
く
試

金
石
で
も
あ
る
。
活
性
化

施
設
等
の
建
設
に
よ
り
小

軽
米
地
区
の
活
性
化
の
起

爆
剤
と
な
る
よ
う
な
事
業

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
町
長
】
繰
り
返
し
に
な

る
が
、
受
益
者
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
早
期

の
事
業
着
工
を
目
指
し
た

い
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

【
再
々
質
問
】
ぜ
ひ
早
期

に
地
元
説
明
会
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
町
長

が
次
期
町
長
選
に
出
馬
と

の
報
道
も
あ
る
が
任
期
内

に
説
明
に
来
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
望
し
て
お
く
。

水
田
圃
場
整
備
事
業

既
成
の
水
田
や
畑
を
よ
り

よ
い
基
盤
条
件
を
も
つ
農

地
に
整
備
す
る
土
地
改
良

事
業
で
、
安
定
し
多
収
穫

の
農
地
（
土
地
の
生
産
性

が
高
い
）
に
し
、
農
業
機

械
が
導
入
し
易
く
、
労
働

の
生
産
性
が
高
い
圃
場
に

整
備
す
る
も
の
。
具
体
的

に
は
区
画
の
拡
大
・
整
形
、

分
散
農
地
の
集
団
化
、
農

道
の
整
備
、
用･

排
水
路

の
整
備
、
土
層
改
良
、
客

土･

床
締
め･

暗
き
ょ
排

水
施
工
、
土
壌
保
全
工
事

な
ど
が
あ
る
。

  

こ
と
ば
解
説

松浦満雄 議員

問

町立小軽米小学校（写真右奥）周辺に広がる
小軽米地区の水田圃場

一般質問
【
質
問
】
①
医
療
費
助
成

制
度
の
概
要
と
申
請
手
続

き
に
つ
い
て
伺
う
。

②
町
内
の
小
中
学
生
が
医

療
機
関
を
受
診
し
た
場
合

に
町
内
医
療
機
関
は
無
料

化
し
た
が
、
当
時
二
戸
地

区
内
の
場
合
も
検
討
す
る

と
の
こ
と
で
、
そ
の
後
の

検
討
状
況
を
伺
う
。

【
町
長
】
①
町
で
は
平
成

７
年
８
月
１
日
か
ら
乳
幼

児
・
妊
産
婦
の
医
療
費
助

成
、
重
度
心
身
障
害
者
・

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費

助
成
の
ほ
か
、
21
年
１
月

か
ら
は
県
内
市
町
村
に
先

駆
け
て
児
童
生
徒
の
医
療

費
助
成
を
実
施
し
て
い

る
。
給
付
方
法
は
医
療
機

関
窓
口
で
全
額
支
払
っ
た

後
、
申
請
に
よ
り
自
己
負

担
額
を
除
い
た
医
療
費
が

支
払
わ
れ
る「
償
還
払
い
」

で
、
給
付
方
法
に
は
こ
の

「
償
還
払
い
」
と
医
療
機

関
窓
口
で
支
払
う
額
が
一

定
ま
で
と
な
る
「
現
物
給

付
」
と
が
あ
る
。「
現
物

給
付
」
は
、
国
が
昭
和
59

年
度
か
ら
現
物
給
付
を
受

け
る
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
数
が
１
％
を
超
え

た
市
町
村
へ
の
国
庫
負
担

金
及
び
交
付
金
を
減
額
し

て
お
り
、
県
は
当
初
、
国

庫
負
担
金
等
の
減
額
分
の

２
分
の
１
を
助
成
し
「
現

物
給
付
」
で
支
給
し
て
き

た
が
厳
し
い
財
政
状
況
に

よ
り
平
成
７
年
度
か
ら
県

下
一
斉
に
「
償
還
払
い
」

と
な
っ
た
。

　

ま
た
「
現
物
給
付
」
の

場
合
、
国
の
減
額
措
置
に

加
え
医
療
関
係
団
体
と
の

調
整
や
給
付
方
法
の
切
り

替
え
経
費
な
ど
が
新
た
に

必
要
に
な
っ
て
く
る
。

②
今
後
も
医
療
費
助
成
を

継
続
す
る
考
え
だ
が
、
長

期
的
な
財
源
確
保
が
必
要

で
あ
り
、
受
診
制
度
の
緩

和
・
拡
充
に
つ
い
て
他
市

町
村
の
状
況
や
問
題
点
等

を
検
討
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
将
来
を
担
う
児
童

生
徒
の
健
康
を
守
り
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、

子
育
て
日
本
一
の
町
づ
く 町

内
児
童
生
徒
の
医
療
費

町
外
診
療
科
に
も
助
成
を

受
診
制
度
の
緩
和
の
実
現
を
め
ざ
す

高
校
生
の
医
療
費
も
前
向
き
に
検
討

償
還
払
い
と
現
物
支
給

　

医
療
費
助
成
制
度
に
は

次
の
２
方
式
が
あ
る
。

①
償
還
払
い
方
式
…
医
療

機
関
窓
口
で
自
己
負
担
を

支
払
い
、
後
日
申
請
に
よ

り
助
成
さ
れ
る
分
の
償
還

を
受
け
る
方
法  

②
現
物
給
付
方
式
…
医
療

機
関
窓
口
で
自
己
負
担
を

支
払
わ
な
く
て
よ
い
方
法

 

町
の
医
療
費
助
成
制
度

　

町
で
は
次
に
該
当
す
る

方
に
医
療
費
助
成
を
行
っ

て
い
る
。（
全
は
全
額
、
半

は
２
分
の
１
を
自
己
負
担

額
に
応
じ
て
助
成
）

①
児
童
生
徒
医
療
費
全

②
乳
幼
児
医
療
費
全

③
妊
産
婦
医
療
費
全

④
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

⑤
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

⑥
寡
婦
等
医
療
費
半

り
を
の
た
め
に
も
受
診
制

度
の
緩
和
を
早
期
に
実
現

し
て
い
き
た
い
。

【
再
質
問
】
児
童
生
徒
の

医
療
費
無
料
化
は
当
町
に

診
療
科
が
無
い
部
分
も
実

施
し
、
現
物
給
付
に
す
べ

き
と
思
う
が
い
か
が
。

【
町
長
】
町
内
の
診
療
科

目
が
無
い
場
合
の
小
中
学

  

こ
と
ば
解
説

答
問

前田泰穗 議員

い
て
岩
手
県
町
村
会
等
を

通
じ
国
に
強
く
要
望
し
て

い
き
た
い
。

【
再
々
質
問
】
医
療
費
の

無
料
化
を
高
校
ま
で
引
き

上
げ
て
は
ど
う
か
伺
う
。

【
町
長
】
給
食
費
や
通
学

費
に
加
え
、
高
校
生
の
医

療
費
の
助
成
も
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

健康増進に遊歩道を
整備してはどうか
歩行者の安全確保も図
りながら、関係部署で
連 携 し 遊 歩 道 ガ イ ド
ブックの作製などを検
討していきたい。

問

答

教育委員会と農業委
員会の変革について
平成 27 年度から現教
育委員長と教育長を兼
ねた新教育長が、又農
業委員会長いずれも町
長が議会の同意を得て
任命することになる。

問

答

――　そのほかの質問　――

生
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
早
急

な
実
現
に
向
け

て
検
討
し
た

い
。
現
物
給
付

へ
の
変
更
は
現

状
で
は
難
し
い

が
、
国
庫
負
担

金
減
額
処
置
の

撤
廃
な
ど
に
つ

次期町長選挙について
子育て日本一の町づくりを継続
し、若い世代を雇用できるよう
4 期目を目指しながら頑張って
いきたい。

問

答

――　そのほかの質問　――

全全
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一般質問
【
質
問
】
日
本
創
生
会
議

の
報
告
書
で
は
２
０
４
０

年
ま
で
に
20
歳
か
ら
39
歳

ま
で
の
若
年
女
性
が
50
％

以
上
減
少
す
る
市
町
村
が

全
国
で
８
９
６
自
治
体
、

全
体
の
49
・
８
％
と
い
う

推
計
が
発
表
さ
れ
、
マ
ス

コ
ミ
も
全
国
の
半
分
の
市

町
村
が
消
滅
可
能
性
あ
り

と
報
じ
た
。
我
が
町
も
こ

う
し
た
消
滅
す
る
可
能
性

が
あ
る
自
治
体
と
さ
れ
た

が
、町
長
の
感
想
を
伺
う
。

【
町
長
】
日
本
創
生
会
議

人
口
問
題
検
討
分
科
会
が

提
言
す
る
２
つ
の
基
本
目

標
の
う
ち
、

①
「
２
０
１
５
年
ま
で
に

合
計
特
殊
出
生
率
を
1.8
と

す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
、

当
町
は
平
成
23
年
は
１
・

45
、
24
年
は
１
・
65
と

い
ず
れ
も
県
（
23
年
１
・

41
、
24
年
１
・
44
）
を
上

回
っ
て
い
る
が
希
望
出
生

率
の
１
・
82
に
は
届
い
て

お
ら
ず
、
子
育
て
日
本
一

の
町
づ
く
り
を
更
に
続
け

て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い

る
。
町
の
将
来
を
担
う
人

材
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を

安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
町

づ
く
り
は
町
政
の
重
要
施

策
で
あ
る
。
27
年
度
は
常

設
保
育
園
３
施
設
、
幼
稚

園
、
へ
き
地
保
育
園
そ
れ

ぞ
れ
１
施
設
体
制
に
加
え

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施

設
整
備
の
準
備
を
進
め
て

い
く
。　

②
「
地
方
か
ら
大
都
市
へ

の
人
の
流
れ
を
変
え
る
」

こ
と
に
つ
い
て
は
、
町
外

流
出
人
口
を
少
な
く
す
る

た
め
の
子
育
て
環
境
の
充

実
と
、
企
業
誘
致
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
住
居
希
望

者
が
情
報
を
得
ら
れ
る
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
と
住
宅
の

確
保
等
も
必
要
で
あ
り
、

加
え
て
町
を
離
れ
て
も
そ

の
後
生
ま
れ
育
っ
た
町
に

戻
っ
て
子
育
て
し
、
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
な
町
づ

く
り
が
重
要
と
考
え
る
。

綿
々
と
積
み
重
ね
て
き
た

当
町
の
長
い
歴
史
を
地
元

に
住
む
若
者
に
引
き
継
い

で
い
け
る
よ
う
な
持
続
可

能
な
活
力
あ
る
町
と
す
る

た
め
、
一
層
積
極
的
な
施

策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。

【
再
質
問
】
日
本
全
体
で

人
口
が
減
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
特
に
中
国
地
方
で

は
実
際
に
人
口
を
増
や
し

て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
こ
う
し
た
対
応
も

必
要
だ
と
思
う
が
、
改
め

て
町
長
の
感
想
を
伺
う
。

【
町
長
】
島
根
県
邑
南
町

は
、
子
育
て
基
金
を
10
年

間
積
み
立
て
中
長
期
的
な

視
点
の
中
で
子
育
て
に
関

し
て
積
極
的
な
町
だ
と
聞

い
て
い
る
し
、
他
に
も
人

口
が
増
え
始
め
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
伺
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
努
力
を
し

て
い
ろ
ん
な
施
策
を
と
れ

ば
、
決
し
て
日
本
創
生
会

議
の
報
告
書
の
よ
う
な
予

測
に
は
至
ら
な
い
と
い
う

証
し
で
も
あ
る
。
他
市

町
村
の
先
進
事
例
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
子

育
て
日
本
一
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
総

合
的
な
施
策
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
る
。

合
計
特
殊
出
生
率

15
歳
か
ら
49
歳
の
女
性
の

年
齢
別
出
生
率
を
合
計
し

た
指
標
。
一
人
の
女
性
が

平
均
し
て
一
生
の
間
に
何

人
の
子
供
を
産
む
か
を
表

す
。
合
計
出
生
率
と
も
い

う
。
平
成
24
年
日
本
の
合

計
特
殊
出
生
率
は
１
・
41

で
、
人
口
の
維
持
に
必
要

な
人
口
置
換
水
準（
約
２
・

10
）
を
下
回
り
、
少
子
化

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を

表
す
（
数
値
は
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

資
料
を
参
照
）。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

土
砂
災
害
や
津
波
な
ど
に

つ
い
て
被
害
の
想
定
範
囲

や
避
難
場
所
、
避
難
経
路

な
ど
を
示
し
た
地
図
。

  

こ
と
ば
解
説

マイマイガ大発生への事前対策は

大発生周期は 10 年とも言われ、対策には
ふ化する前の卵を駆除し、地中に埋める、
焼却するなどが効果的である。広報やテレ
ビ等で町民への対策の周知を図っていく。

問

答

――　そのほかの質問　――

一般質問
【
質
問
】
町
の
活
性
化
に

は
人
の
往
来
を
多
く
し
賑

わ
い
創
出
が
必
要
と
考
え

る
。
フ
ォ
リ
ス
ト
パ
ー
ク

や
シ
バ
ザ
ク
ラ
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
秋
祭
り
な

ど
は
多
く
の
人
で
賑
わ
う

が
、
大
部
分
が
日
帰
り
で

あ
る
。
そ
こ
で
宿
泊
研
修

施
設
を
整
備
し
て
受
け
入

れ
態
勢
を
整
え
れ
ば
経
済

効
果
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
学
生
等
の
ク
ラ
ブ
合

宿
の
招
致
で
当
町
の
競
技

力
向
上
と
底
辺
の
拡
大
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
つ

な
が
る
。
町
の
大
自
然
を

活
用
し
体
験
学
習
等
に
よ

り
都
市
と
の
交
流
を
拡
大

し
町
の
活
性
化
を
図
る
べ

き
と
思
う
。
風
呂
も
併
設

し
町
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
は
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】
宿
泊
研
修
施
設

に
よ
る
誘
客
で
町
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
は
町
づ
く

り
に
は
重
要
で
あ
る
。
現

在
、
町
の
宿
泊
可
能
な
施

設
は
老
朽
化
し
、
コ
テ
ー

ジ
な
ど
は
季
節
的
な
制
約

も
あ
り
、
既
存
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
か
ら
実
態
調

査
・
分
析
と
課
題
へ
の
対

策
が
必
要
。
平
成
23
年
に

策
定
し
た
新
軽
米
町
総
合

発
展
計
画
・
基
本
計
画
の

主
要
施
策
の
中
で
施
設
整

備
を
掲
げ
「
観
光
客
誘
致

の
宿
泊
機
能
の
充
実
」
も

計
画
し
て
い
る
。
24
年
度

か
ら
は
学
校
統
合
に
よ
る

空
き
校
舎
等
の
活
用
方
法

も
検
討
し
て
お
り
、
ま
た

本
年
４
月
に
は
国
か
ら
人

口
減
な
ど
も
踏
ま
え
た
施

設
の
更
新
、
統
廃
合
、
長

寿
命
化
計
画
の
策
定
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
宿
泊
施

設
等
の
整
備
に
つ
い
て
そ

の
重
要
性
と
優
先
度
を
検

討
し
、
既
存
の
施
設
等
の

活
用
な
ど
総
合
的
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
再
質
問
】
宿
泊
設
備
を

備
え
た
文
化
セ
ン
タ
ー
的 宿

泊
研
修
施
設
を
活
用
し

観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

宿
泊
者
の
誘
客
は
町
の
活
性
化
に
重
要

既
存
施
設
や
閉
校
校
舎
の
活
用
を
検
討

長
寿
命
化
計
画
の
策
定

国
が
平
成
25
年
11
月
に
イ

ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
の
推

進
に
関
す
る
関
係
省
庁
連

絡
会
議
で
と
り
ま
と
め
た

「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基

本
計
画
」に
基
づ
く
計
画
。

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
上
下

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
が
急
速
に
進
む

中
、
今
後
の
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
管
理
・
更
新
の
指
針

と
な
る
も
の
で
、
国
だ
け

で
な
く
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
も
本
計
画
の
策
定

と
計
画
に
基
づ
い
た
点
検

等
を
実
施
し
適
切
な
措
置

を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
県
内
自
治
体

で
も
長
寿
命
化
計
画
の
策

定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

な
も
の
と
し
て
一
般
の
宿

泊
利
用
の
ほ
か
、
講
座
や

教
室
を
企
画
し
需
要
を
喚

起
し
て
は
ど
う
か
。
官
で

作
っ
て
民
で
運
営
す
る
方

式
を
検
討
し
て
み
る
の
も

方
法
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
学
校
統
合
に
よ

る
空
き
校
舎
で
新
し
く
活

用
可
能
な
も
の
も
あ
る
。

学
生
の
研
修
所
や
合
宿
所

と
い
っ
た
も
の
は
今
後
も

非
常
に
有
効
だ
と
考
え

る
。
総
合
的
な
観
点
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
再
々
質
問
】
空
き
校
舎

を
有
効
活
用
す
る
と
い
う

こ
と
は
た
い
へ
ん
結
構
な

こ
と
だ
と
思
う
。
今
後
ぜ

  

こ
と
ば
解
説

答
問

中村光夫 議員

町青少年ホーム（萩田）は建築から 40 年以上
が経過し老朽化で改修等が必要となっている

人
口
減
少
問
題
の
所
感

対
策
へ
の
決
意
を
伺
う

人
口
増
の
成
功
事
例
も
参
考
に

子
育
て
日
本
一
の
町
を
め
ざ
す

答

古舘機智男 議員

問

広島土石流災害から学ぶ防災対策は

町地域防災計画の見直しと避難勧告等の発
令基準を策定した。今後ハザードマップの
見直し、県指定 37 か所の土砂災害警戒区
域の周知徹底等危機管理体制を強化する。

問

答

ひ
検
討
し
て
い
く
と
い
う

方
向
性
を
決
意
表
明
い
た

だ
き
た
い
。

【
町
長
】
宿
泊
施
設
に
つ

い
て
は
、
青
少
年
ホ
ー
ム

を
含
め
て
公
民
館
な
ど
い

ろ
ん
な
公
共
施
設
が
老
朽

化
し
て
い
る
の
が
現
状

で
、
公
共
施
設
の
整
備
等

に
は
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
空
き

校
舎
の
利
活
用

も
た
い
へ
ん
重

要
な
問
題
で
あ

り
、
こ
れ
ら
も

含
め
た
総
合
的

な
検
討
を
し
た

い
。
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一般質問
【
質
問
】
①
東
日
本
大
震

災
で
原
発
事
故
が
起
き

た
。
将
来
的
に
原
発
の
廃

止
は
当
然
の
摂
理
で
、
こ

れ
に
代
わ
る
の
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
当
町
に
も

九
州
以
外
で
は
初
め
て
、

国
内
で
３
例
目
と
な
る
鶏

糞
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

と
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

施
設
の
整
備
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

②
建
設
計
画
の
遅
れ
を
感

じ
る
が
、
町
長
は
じ
め
町

の
支
援
体
制
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
①
鶏
糞
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
施
設
は
、
経
済

産
業
省
の
発
電
・
設
備
認

定
と
東
北
電
力
の
系
統
連

系
承
諾
を
受
け
、
平
成
28

年
５
月
に
本
格
稼
働
の
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
事
業
は
小
軽

米
、
山
内
、
高
家
の
各
地

区
に
計
画
。
小
軽
米
地
区

は
い
ず
れ
も
雪
谷
川
ダ
ム

の
周
辺
で
、
一
つ
は
、
27

年
８
月
に
本
格
稼
働
を
予

定
。
も
う
一
つ
は
東
北
電

力
と
の
技
術
協
議
が
終
了

し
、
現
在
埋
蔵
文
化
財
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
本
格

稼
働
は
32
年
９
月
ご
ろ
。

議
終
了
を
見
込
む
。

②
町
は
各
事
業
者
や
地
権

者
と
の
連
絡
調
整
や
情
報

提
供
、
県
と
と
も
に
各
種

許
認
可
指
導
等
を
行
っ
て

き
た
。
今
後
は
国
の
基
本

方
針
に
基
づ
い
た
「
軽
米

町
自
然
の
恵
み
と
彩
の
町

づ
く
り
計
画
」
の
作
成
、

町
と
事
業
者
の
企
業
提
携

書
の
締
結
、町
と
事
業
者
、

地
権
者
３
者
に
よ
る
連
絡

会
設
立
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
る
。

【
再
質
問
】
鶏
糞
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
は
非
常
に
期
待

さ
れ
る
が
、
稼
働
予
定
が

当
初
の
27
年
10
月
か
ら
遅

れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

【
総
務
課
長
】
晴
山
地
区

を
通
る
高
圧
線
の
使
用
に

つ
い
て
は
東
北
電
力
と
協

議
済
み
だ
が
、
高
圧
線
に

つ
な
ぐ
ま
で
の
土
地
所
有

者
と
の
協
議
や
、
小
軽
米

地
区
は
新
た
に
高
圧
線
の

布
設
が
必
要
な
こ
と
も
あ

り
遅
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

【
再
々
質
問
】
鶏
糞
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
の
予
定

地
域
か
ら
高
圧
電
線
ま
で

の
距
離
と
新
た
に
予
定
す

る
鉄
塔
の
数
は
。

【
総
務
課
長
】
距
離
が
約

５
０
０
ｍ
、
新
規
鉄
塔
３

基
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

植
物
や
動
物
の
排
泄
物
な

ど
の
有
機
物
（
バ
イ
オ
マ

ス
）
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
利
用
す
る
発
電
。
バ

イ
オ
マ
ス
を
直
接
燃
焼
し

て
得
ら
れ
る
熱
で
発
電
す

る
方
法
と
、
バ
イ
オ
マ
ス

か
ら
得
た
ガ
ス
（
バ
イ
オ

ガ
ス
）
を
利
用
し
て
発
電

す
る
方
法
が
あ
る
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
出
力
が
１
メ
ガ
ワ
ッ

ト（
＝
１
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

を
超
え
る
大
規
模
太
陽
光

発
電
所
の
総
称
。
数
万
枚

の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
配
置
し
一
般
家
庭
数
百

軒
分
の
消
費
電
力
を
生
産

す
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
平
成
24
年
７
月
か
ら
導

入
さ
れ
た
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
（
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
電
力
を

国
が
定
め
る
価
格
で
一
定

期
間
、
電
気
事
業
者
が
買

い
取
る
こ
と
を
義
務
づ

け
）
に
よ
り
建
設
が
広
ま

る
。
買
い
取
り
に
要
す
る

費
用
は
電
気
料
金
に
上
乗

せ
さ
れ
る
。

  

こ
と
ば
解
説

一般質問
【
質
問
】
旧
笹
渡
小
中
学

校
校
庭
を
会
場
に
８
月
の

お
盆
時
期
に
開
催
さ
れ
た

モ
ー
モ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
畜
産
農
家
の
若
手

後
継
者
が
企
画
し
町
内
外

の
交
流
、畜
産
へ
の
理
解
、

町
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
実
施

さ
れ
、
好
天
に
恵
ま
れ
大

賑
わ
い
で
あ
っ
た
。
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
か
、
ま
た
行
政

と
し
て
こ
う
し
た
若
者
に

望
む
こ
と
を
伺
う
。
ま
た

初
め
て
の
企
画
で
、
様
々

な
課
題
も
あ
り
克
服
し
な

が
ら
次
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
が
、
次

回
も
開
催
で
き
る
よ
う
な

支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
本
イ
ベ
ン
ト
は

地
域
住
民
、
町
内
外
と
の

交
流
の
拡
大
、
地
域
の
情

報
発
信
を
通
じ
た
活
性
化

を
目
的
に
大
々
的
に
開
催

さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で

大
盛
況
だ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
関
係
者
の
皆
さ
ん

に
対
し
て
心
か
ら
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
全

将
来
の
軽
米
町
を
背
負
う

若
手
後
継
者
に
支
援
策
を

特
徴
を
生
か
し
た
地
域
活
動
や

自
主
的
事
業
を
積
極
的
に
支
援

モ
ー
モ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
４
夏

町
内
で
畜
産
業
に
携
わ
る

20
～
30
歳
代
の
若
者
で
設

立
し
た
モ
ー
モ
ー
ク
ラ
ブ

（
向
屋
敷
和
人
代
表
）
が

企
画
し
、
今
年
初
め
て
開

催
し
た
。
お
盆
の
帰
省
時

期
に
イ
ベ
ン
ト
を
と
、
旧

笹
渡
小
中
学
校
校
庭
を
会

場
に
利
用
し
、
軽
米
牛
の

販
売
、焼
き
肉
の
振
舞
い
、

乳
搾
り
体
験
、
花
火
打
ち

上
げ
な
ど
を
実
施
し
た
。

ど
、
今
後
の
地
域
の
あ
る

べ
き
姿
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う

し
た
視
点
か
ら
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
ま
さ
に
地
域
資

源
を
活
用
し
地
域
の
皆
さ

ん
が
一
体
と
な
っ
た
も
の

で
あ
り
、
地
域
づ
く
り
の

モ
デ
ル
的
取
り
組
み
と
し

て
他
地
区
へ
波
及
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
支
援
策

と
し
て
は
、
軽
米
町
地
域

活
動
事
業
費
補
助
金
制
度

な
ど
を
設
け
て
い
る
が
、

更
に
充
実
を
図
り
な
が
ら

各
地
域
の
自
主
的
・
主
体

的
な
活
動
を
総
合
的
に
支

援
し
て
い
き
た
い
。

【
再
質
問
】
若
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
守
り
育
て
て
い
く

こ
と
は
大
切
で
、
若
者
が

地
元
に
戻
り
後
継
者
に
な

る
こ
と
自
体
、
非
常
に
少

な
く
貴
重
な
存
在
で
あ

る
。
希
望
や
夢
を
持
て
る

軽
米
町
の
将
来
を
作
っ
て

も
ら
う
た
め
に
も
再
度
町

長
か
ら
力
強
い
期
待
と
、

勇
気
を
与
え
る
姿
勢
を
伺

う
。

【
町
長
】
各
地
域
の
特
徴

を
積
極
的
に
生
か
し
て
も

ら
え
る
よ
う
地
域
活
動
支

援
事
業
費
補
助
金
制
度
等

の
充
実
を
検
討
し
、
ま
た

県
、
国
の
様
々
な
支
援
制

度
等
も
研
究
し
な
が
ら

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
参

り
た
い
。

  

こ
と
ば
解
説

答問

町の交通安全対策の取り組み状況は
町交対協、二戸警察署など関係団体と連携
し交通安全運動での啓発活動に取り組むほ
か、特に飲酒運転根絶等重点５項目への取
組みと、町民個々の意識改革を図って参る。

問

答

――　そのほかの質問　――

細谷地多門 議員

旧笹渡小中学校校庭を会場に今年初めて開催されたモーモー
フェスティバル 2014（平成 26 年８月）

鶏
糞
発
電
と
㍋
ソ
ー
ラ
ー

事
業
進
捗
状
況
は
い
か
に

鶏
糞
発
電
は
28
年
稼
働
予
定

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
小
軽
米
、

山
内
、
高
家
で
計
画
が
進
行

答

泉山　優 議員

問

施設区分 計画地区 事業面積
（ha ＝㌶）

発電規模
（㎿＝㍋㍗）

進捗（○終了、△協議中） 本格稼働
予定時期地権者 経済産業省 東北電力

鶏糞発電 晴　山 4.3 ha 6.25 ㎿ ○ ○ ○ 平成 28 年 5 月

太 陽 光 発
電（ メ ガ
ソーラー）

小軽米 5 ha 2.0 ㎿ ○ ○ ○ 平成 27 年 8 月
米　田 156 ha 43.0 ㎿ ○ ○ ○ 平成 32 年 9 月

山内 ( 東 ) 185 ha 78.0 ㎿ ○ ○ △ 平成 29 年 10 月
山内 ( 西 ) 115 ha 47.5 ㎿ ○ ○ △ 平成 31 年 10 月

高　家 230 ha 40.0 ㎿ △ △ △ 平成 35 年 11 月

山
内
地
区

は
八
戸
自

動
車
道
折

爪
サ
ー
ビ

ス
エ
リ

ア
周
辺

に
合
わ
せ
て
３
０
０
㌶
、

１
２
５
・
５
メ
ガ
ワ
ッ
ト

と
全
国
的
に
も
大
規
模
な

計
画
で
29
年
10
月
ご
ろ
の

本
格
稼
働
を
予
定
す
る
。

高
家
地
区
は
向
高
家
行
政

区
と
上
・
下
尾
田
行
政
区

か
ら
青
森
県
境
の
地
域
で

26
年
度
中
に
経
済
産
業

省
、
東
北
電
力
等
と
の
協

 

事
業
計
画
状
況
一
覧

（
平
成
26
年
10
月
８
日
現
在
）

国
的
に
人
口
減

少
傾
向
が
続
く

中
、
地
域
集
落

が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
、

活
性
化
を
ど
う

図
っ
て
い
く
か

は
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
解
決

に
は
地
域
で
普

段
か
ら
気
軽
に

話
し
合
い
課
題

を
共
有
し
歴
史

や
文
化
、
産
業

を
把
握
す
る
な
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一般質問
【
質
問
】
固
定
資
産
税
の

未
評
価
問
題
の
そ
の
後
に

つ
い
て
、
①
当
初
５
月
に

予
定
し
た
再
発
防
止
の
検

討
結
果
の
公
表
が
、
６
月

の
時
点
で
遅
れ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
後

の
状
況
が
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
町
広
報
で
も
見
受
け

ら
れ
な
い
。
ど
ん
な
形
で

公
表
し
た
か
、
又
は
ま
と

め
を
行
っ
た
か
ど
う
か
を

伺
う
。
併
せ
て
、
新
た
に

策
定
し
た
「
軽
米
町
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
行
動
指

針
」
の
ま
と
め
方
と
実
践

に
つ
い
て
説
明
願
う
。

②
問
題
発
覚
か
ら
約
４
か

月
後
に
議
会
へ
報
告
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長

の
責
任
は
重
い
と
何
度
も

質
問
を
し
て
き
た
が
明
快

な
回
答
や
謝
罪
等
が
無

か
っ
た
と
感
じ
る
。
一
つ

の
け
じ
め
を
つ
け
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
①
昨
年
10

月
に
第
三
者
委
員
に
よ
る

軽
米
町
職
員
不
祥
事
対
策

防
止
検
討
会
議
を
設
置

し
、
不
祥
事
発
生
の
事
実

関
係
や
職
場
実
態
の
検

証
、
課
題
の
抽
出
、
再
発

防
止
対
策
な
ど
を
検
討

し
、
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
、
情
報
の
共
有

化
な
ど
11
項
目
の
提
言
を

い
た
だ
き
、
庁
舎
内
で
は

全
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
等

に
よ
り
具
体
的
計
画
を
検

討
し
て
き
た
。
行
動
指
針

は
広
報
か
る
ま
い
９
月
号

で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

９
月
中
に
公
表
予
定
。
６

月
定
例
会
で
の
未
評
価
等

調
査
特
別
委
員
会
報
告
を

し
っ
か
り
と
実
行
し
、
組

織
的
管
理
の
徹
底
、
職
員

の
意
識
改
革
と
事
務
改
善

に
持
続
的
に
取
り
組
む
。

【
町
長
】
②
今
回
の
問
題

で
町
民
の
皆
様
、
町
議
会

に
は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
改
め
て
陳
謝
申

し
上
げ
る
。
二
度
と
発
生

し
な
い
よ
う
未
評
価
等
調

査
特
別
委
員
会
の
報
告
を

真
摯
に
受
け
と
め
、
行
動

指
針
の
着
実
な
実
行
と
町

民
の
皆
様
の
早
期
の
信
頼

回
復
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
で
そ
の
責
任
を
果
た

し
た
い
。

②
復
興
支
援
で
他
町
村
に

職
員
派
遣
し
て
い
る
が
、

体
制
は
万
全
か
。

【
町
長
】
①
朝
礼
は
確
か

に
最
近
元
気
が
な
い
と
感

じ
て
い
る
。
今
後
見
直
し

て
い
き
た
い
。

②
山
田
町
へ
の
派
遣
は
固

定
資
産
の
評
価
等
の
経
験

者
と
い
う
要
望
も
あ
り
、

先
方
に
も
説
明
し
な
が

行
っ
て
い
る
。

【
再
々
質
問
】
唱
和
は
見

直
し
で
な
く
別
の
良
い
方

法
を
探
し
た
ほ
う
が
良
い

の
で
は
。

【
町
長
】
朝
の
唱
和
は
止

め
る
の
で
な
く
、
変
え
る

方
向
で
検
討
し
た
い
。

固
定
資
産
未
評
価
問
題

町
内
新
築
家
屋
等
の
一
部

の
評
価
事
務
が
行
わ
れ
ず

未
課
税
だ
っ
た
こ
と
が
平

成
25
年
４
月
に
住
民
か
ら

の
指
摘
で
発
覚
。
こ
れ
を

受
け
町
議
会
は
同
年
12
月

に
軽
米
町
未
評
価
等
調
査

特
別
委
員
会
（
泉
山
優
委

員
長
）
を
設
置
し
た
。
翌

26
年
６
月
ま
で
に
８
回
の

委
員
会
を
開
催
し
実
態
把

握
や
原
因
究
明
、
改
善
報

告
な
ど
の
調
査
を
重
ね
同

年
６
月
20
日
の
６
月
定
例

会
最
終
本
会
議
に
お
い
て

町
に
対
し
て
行
政
組
織
の

機
能
強
化
と
職
員
の
意
識

改
善
、
今
後
の
不
祥
事
防

止
を
強
く
要
望
す
る
委
員

長
報
告
を
提
出
。
15
年
度

か
ら
23
年
度
ま
で
の
未
評

価
等
は
86
棟
１
２
８
９
万

円
で
う
ち
時
効
額
が

１
３
５
万
円
に
上
っ
た
。

  

こ
と
ば
解
説

元気な町に無線放送で
ラジオ体操を流しては
町民健康体操をテレビ放送
し町民の健康づくりを勧め
ている。元気な町づくりに
は町民の健康が第一で、運
動・食育を通じ努めていく。

問

答

秋まつり活性化にお盆
帰省時期へ変更しては
お盆近くは夏まつり等が開
催され賑わっている。秋ま
つりは伝統的行事で学校等
関係団体等との調整も必要
で慎重に考えていきたい。

問

答

――　そのほかの質問　――

一般質問
【
質
問
】
①
ふ
る
さ
と
納

税
の
平
成
25
年
度
の
実
績

を
伺
う
。

②
寄
附
金
の
活
用
に
つ
い

て
、
町
で
は
５
事
業
が
指

定
さ
れ
て
い
る
が
内
容
が

漠
然
で
何
を
や
る
の
か
分

か
ら
な
い
。
例
え
ば
空
き

校
舎
を
活
用
し
た
宿
泊
施

設
の
整
備
な
ど
、
選
択
肢

が
具
体
的
で
何
を
や
る
の

か
分
か
る
事
業
名
に
し
、

併
せ
て
お
礼
に
町
の
特
産

品
を
贈
る
こ
と
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

③
来
年
度
か
ら
本
納
税
制

度
が
拡
充
さ
れ
利
用
数
も

倍
増
が
予
想
さ
れ
る
が
、

町
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

【
町
長
】
①
25
年
度
実
績

は
12
件
80
万
円
で
あ
る
。

②
20
年
度
か
ら
の
寄
附
金

全
て
を
基
金
に
積
み
立
て

て
お
り
25
年
度
末
で
３
０

８
万
３
千
円
で
あ
る
。
使

途
や
事
業
が
具
体
的
に
分

か
ら
な
い
点
は
そ
の
と
お

り
。
寄
附
い
た
だ
い
た
皆

様
に
事
業
の
具
体
例
を
示

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
総

合
的
に
検
討
す
る
。

③
国
は
ふ
る
さ
と
納
税
控

除
額
を
倍
増
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
と
聞
く
。

こ
れ
ま
で
町
で
は
純
粋
な

お
礼
品
と
し
て
６
０
０
円

相
当
の
雑
穀
商
品
を
お
返

し
し
て
き
た
が
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
人
気
の
あ
る
お

礼
品
が
寄
付
金
額
の
実
績

増
に
つ
な
が
る
事
例
も
あ

り
、
こ
の
潮
流
を
逃
す
こ

と
な
く
町
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
見
直
す
こ
と

と
し
て
本
定
例
会
に
補
正

予
算
案
を
提
案
し
て
い

る
。
ま
た
首
都
圏
消
費
者

と
の
交
流
や
在
京
軽
米
会

な
ど
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
活
動

や
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
大
な
ど

ふ
る
さ
と
納
税
使
途
を
具
体
に

お
礼
品
も
見
直
し
実
績
拡
大
を

使
途
を
分
か
り
易
く
お
礼
品
も
見
直
す

首
都
圏
民
と
交
流
し
寄
付
拡
大
に
努
力

広
く
ア
イ
デ
ア
を
取
り
上

げ
な
が
ら
寄
付
の
拡
大
に

努
め
た
い
。

【
再
質
問
】
町
や
総
務
課

だ
け
の
取
り
組
み
で
は
な

く
、
特
産
品
開
発
等
に
取

り
組
む
株
式
会
社
軽
米
町

産
業
開
発
が
主
体
と
な
っ

て
納
税
者
へ
の
お
礼
等
を

贈
る
こ
と
も
考
え
て
み
て

は
ど
う
か
。

【
町
長
】
ご
提
言
は
十
分

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

【
再
々
質
問
】
検
討
で
は

な
く
、
す
ぐ
実
行
し
課
題

を
解
決
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
。
ま
た
軽
米
テ
レ
ビ

と
連
携
し
町
の
情
報
を

Youtube

（
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
）
を
使
っ
て
情
報
発
信

し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
ご
提
言
の
内
容

は
十
分
理
解
す
る
。
す
ぐ

に
実
行
を
と
い
う
こ
と
だ

が
、
検
討
の
余
地
も
与
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

  

こ
と
ば
解
説

答問

茶屋　隆 議員

ふるさと納税の活用５事業

未
評
価
問
題
の
そ
の
後
は

朝
礼
唱
和
を
別
の
手
法
に

新
行
動
指
針
を
策
定
し

９
月
中
に
公
表
を
予
定

唱
和
は
見
直
し
を
検
討

答

山本幸男 議員

問

職員採用の選考方法と申込み状況は

一般事務、技師等合わせて 26 名が応募
している。２次試験の評定者はこれまで
も最善の体制で行ってきたが、なお一層
の公平性、透明性を図ることから外部の
第三者の評定者導入も検討する。

問

答

――　そのほかの質問　――

町行政改革実施計画の見直し状況は

進捗状況は概ね計画どおりであり、見直
しの状況と合わせホームページ等で広く
町民に公表しながら改革を進めいく。又、
各地域に町職員を配置する地域担当職員
の地域活動への参画を一層進めたい。

問

答

ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
先
の
地
方
公
共
団
体

（
県
・
市
町
村
）
に
限
ら

ず
、
年
間
２
千
円
以
上
寄

付
し
た
場
合
２
千
円
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
一
定

の
限
度
額
ま
で
所
得
税
と

住
民
税
が
減
額
さ
れ
る
制

度
で
、
２
０
０
８
年
に
始

ま
る
。
な
お
、
減
税
の
上

限
額
は
収
入
や
家
族
構
成

な
ど
に
よ
り
異
な
る
。

Youtube

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）

２
０
０
５
年
設
立
の
米
国

の
企
業
が
提
供
す
る
、
音

声
付
き
の
動
画
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
自
由
に

投
稿
・
閲
覧
が
で
き
る
動

画
共
有
サ
ー
ビ
ス
。

①自然と共生し美しい景観の町づくり
②安全で快適な町づくり
③健康で安心して暮らせる町づくり
④働きがいのある産業が展開する町づくり
⑤個性を生かし創造性にあふれた町づくり

【
再
質
問
】
①

職
員
朝
礼
で
は

町
民
憲
章
等
の

唱
和
を
行
っ
て

い
る
よ
う
だ
が

覇
気
が
感
じ
ら

れ
な
い
。
見
直

し
な
ど
検
討
し

て
は
ど
う
か
。
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議
長
交
際
費

月 日 曜 行　　事　　名

７
月

１ 火 町議会町政調査会幹事会

2 水

議員の定数等調査特別委員会②
町議会全員協議会
町議会町政調査会
議会報編集委員会

14 月 北部地区町村議会議員研修会・情報交換会（鹿角市、二戸市）

15 火
臨時会議会運営委員会
第 31 回軽米町議会臨時会
議員の定数等調査特別委員会幹事会②

17 木 議会報編集委員会
19 土 県立軽米病院環境整備ボランティア活動
23 水 カシオペア連邦議会議員協議会総会（二戸市）

29 火
臨時会議会運営委員会
県立軽米病院総務大臣表彰受賞祝賀会

31 木
第 32 回軽米町議会臨時会
議員の定数等調査特別委員会幹事会③
市町村要望

８
月

6 水 町村議会議員夏季大学講座（盛岡市 , ～ 7 日）
12 火 議員の定数等調査特別委員会③ [ 勉強会 ]
15 金 軽米町成人式
20 水 二戸広域行政事務組合議会臨時会（二戸市）
21 木 中央研修会・県選出国会議員との懇談会（東京都 , ～ 22 日）
25 月 議員の定数等調査特別委員会幹事会④

26 火
市町村重点要望
定例会議会運営委員会

９
月

2 火
第 33 回軽米町議会定例会（～ 12 日）
議員の定数等調査特別委員会④
町議会全員協議会

４ 木 定例会議会運営委員会
５ 金 定例会議会運営委員会

８ 月
定例会議会運営委員会
総務教育民生常任委員会

11 木 定例会議会運営委員会

12 金
町議会町政調査会
町議会全員協議会

13 土
軽米秋まつり（～ 15 日）
軽米町敬老会

14 日 軽米町消防演習
23 火 町民と議員との交流パークゴルフはつらつ大会

町 議 会 の 動 き
（平成 26 年 7 月～ 9 月の主要な行事）

❀
お
祝
い
等（
会
費
含
む
）

７
月 
４
件 

１
万
１
千
６
円

８
月 
２
件  　
６
千
円

９
月 

３
件  　
１
万
円

※
議
長
交
際
費
は
議
長
が

　

町
議
会
を
代
表
し
て
対

　

外
的
な
行
事
等
へ
参
加

　

す
る
際
の
経
費
で
主
に

　

各
団
体
の
総
会
等
の
会

　

費
で
す
。
詳
し
く
は
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
議
会
臨
時
会

（
平
成
26
年
度
第
２
回
、

松
浦
求
議
長
、
本
田
秀
一

議
員
出
席
）

＊
８
月
20
日
（
水
）

＊
二
戸
地
区
衛
生
セ
ン

タ
ー

＊
付
議
事
件

①
消
防
本
部
併
設
二
戸
消

防
署
建
設
事
業
建
築
工
事

の
変
更
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

＊
全
会
一
致
で
可
決

　町政調査会（川原木賢一会長）は７月 19 日、
県立軽米病院（横島孝雄院長）の駐車場周辺の
環境整備ボランティア活動を行いました。昨年
度に続いての実施で、町の中核となる医療機関
として皆さんが利用しやすい環境づくりの一助
になればと、町議会議員全員が木々の枝払いや
下刈り作業を実践。町シルバー人材センター（菅
原皓文理事長）からも約 50 名の皆さんが駆け
つけ、庭木の剪定や高所作業などの作業にあた
りました。
　横島院長は「とてもありがたい活動で、病院
を訪れる方、私たち職員もたいへん喜んでいる。
町民の皆さんに支えてもらっていることに感謝
しています」と激励いただきました。

町
民
皆
の
軽
米
病
院
に

環
境
整
備
に
感
謝
の
汗

軽
米
病
院
周
辺
の
環
境
整
備

立
木
の
枝
払
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た

町 議 会 ＆ 町 の 話 題　　ピックアップ トピックス

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
に
直
結
し
た
問
題
や

案
件
が
審
議
さ
れ
て
い

る
町
議
会
は
、
ど
な
た

で
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

町
政
に
つ
い
て
知
識

を
深
め
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
町
議
会
の
傍
聴
を

お
奨
め
し
ま
す
。

　

町
議
会
は
、
年
間
を

通
じ
て
開
催
さ
れ
る
定

例
会
は
、３
月
、６
月
、

９
月
、
12
月
に
開
か
れ

る
ほ
か
、
特
定
の
案
件

に
つ
い
て
設
け
ら
れ
る

臨
時
会
も
随
時
開
か
れ

ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
は
、
議

会
開
会
前
の
一
週
間
か

ら
数
日
前
に
決
定
し
ま

町議会を傍聴しませんか

す
の
で
、
決
ま
り
次
第

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

「
か
る
ま
い
テ
レ
ビ
」、

情
報
無
線
放
送
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
議

会
事
務
局
（
☎
46
・

４
７
４
５
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町議会定例会（本会議）の模様は
「かるまいテレビ」でもご覧いただけます

　「かるまいテレビ」では、本会議場（招
集日、一般質問、最終本会議など）の様
子を録画・編集し、定例会終了後、約２
週間程度の期間で放送しています。

楽しみいっぱいのパークゴルフ大会
和やかに参加者相互の親交を深める

町政調査会主催のパークゴルフはつらつ大会

　

町
議
会
町
政
調
査
会

（
川
原
木
賢
一
会
長
、
会

員
14
人
）
主
催
の
「
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
は
つ
ら
つ
大

会
」
が
９
月
23
日
に
ハ
ー

ト
フ
ル
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
続
き
２
回
目

の
開
催
で
、
今
大
会
は
町

内
外
か
ら
１
２
１
名
が
参

加
。
初
心
者
の
方
も
楽
し

め
る
よ
う
に
と
表
彰
ブ

ロ
ッ
ク
を
初
心
者
の
「
若

葉
」
と
「
一
般
」
と
に
分

け
、
一
般
の
部
３
組
、
若

葉
の
部
２
組
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
５
つ
の
優
勝
枠

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

上
位
３
賞
に
賞
状
と
副
賞

が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
５
位
毎
に
設
け
た

「
と
び
賞
」、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
賞
に
加
え
、
前
回
大

会
の
個
人
成
績
に
比
較
し

て
ス
コ
ア
が
伸
び
た
方
を

対
象
に
「
伸
び
た
賞
」（
上

位
５
名
程
度
）
を
新
設
す

る
な
ど
、
参
加
者
に
は
楽

し
み
の
多
い
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
次
回

も
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
、
交
流
深
ま
る
大
会
に

早
く
も
次
へ
の
期
待
の
声

が
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

４人一組（一部３人組もあり）で４コース 36 ホール
にわたり緑の芝生の上でのプレーを楽しみました

ブロック別 順位 氏名 スコア（※）

一
般
の
部

A

（いちい組）

優勝 中野　光廣 93
２位 須藤　昭夫 93
３位 日影　マサ 93

B

（こぶし組）

優勝 川原木キヌ 103
２位 田中　佳子 103
３位 松浦　常雄 104

C

（赤とんぼ組）

優勝 工藤　幸男 115
２位 小林キヨシ 115
３位 栃木　一男 116

若
葉
の
部

D

（パンダ組）

優勝 戸井口勝見 108
２位 藤田　イサ 110
３位 田代テイ子 115

E

（バンビ組）

優勝 横島　孝雄 135
２位 田中　トヨ 136
３位 和山　吉広 138

第２回パークゴルフはつらつ大会
ブロック別上位表彰者（敬称略）

（※）女性はハンデとして５打を差し引いた後のもの
（※）  上位３名が同スコアの場合にはプレーオフによ

　　り順位を決定

同点プレーオフで A ブロック優勝
を獲得した中野光廣さん

　
町
議
会
と
町
政
調
査
会

で
は
、
本
年
８
月
19
日
か

ら
の
大
雨
等
に
よ
り
広
島

県
広
島
市
に
お
い
て
発
生

し
た
大
雨
災
害
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
方
の
生
活
再
建

に
と
、
日
本
赤
十
字
社
岩

手
県
支
部
軽
米
町
分
会
軽

米
町
社
会
（
町
福
祉
協
議

会
）
を
通
じ
て
義
援
金
を

お
送
り
し
ま
し
た
。

・
平
成
26
年
９
月
18
日
付

・
義
援
金
５
万
円

広
島
大
雨
災
害

被
災
者
支
援
に

義
援
金
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四季折々の表情を映し出す町内の中でもひと
際壮大なスケールで変化を見せる「長倉大橋」
周辺の山々。雪谷川の青々とした流れとは対
照的に、緑や赤、黄、橙など文字通り山吹（ヤ
マブキ）色に輝いていました。〈10 月下旬〉
【左】長倉大橋から上流域（折爪岳が遠くに見えます）
【下】長倉大橋から下流域（雪谷川と美しい渓谷美）

未来に残したい軽米の風景⑩

　

平
成
26
年
９
月
の
町
議
会
定
例

会
は
、
話
題
も
豊
富
で
変
化
に
富

ん
だ
議
会
で
あ
っ
た
。

　

一
般
質
問
に
登
壇
し
た
議
員
は

８
名
。
そ
の
質
問
に
答
え
る
形
で

山
本
町
長
は
次
期
町
長
選
挙
へ
の

出
馬
を
表
明
。
ま
た
２
年
連
続
で

の
一
般
会
計
が
不
認
定
。
軽
米
町

議
会
の
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委

員
会
で
の
採
決
が
同
数
に
よ
り
、

委
員
長
の
決
断
で
決
し
た
こ
と
。

さ
ら
に
最
終
本
会
議
に
お
い
て
も

賛
成
と
反
対
の
討
論
が
数
多
く
あ

り
、
と
て
も
活
発
な
９
月
定
例
会

で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

同
じ
く
９
月
、
２
回
目
と
な
る

町
民
と
議
員
と
の
交
流
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
綺
麗

な
芝
生
の
上
で
の
プ
レ
ー
。
成
績

は
と
も
か
く
膝
が
ガ
ク
ガ
ク
、
腰

が
病
め
る
の
も
治
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
良
き
一
日
、
私
も
ゴ
ル

フ
ァ
ー
の
気
分
で
し
た
。

　

議
会
報
編
集
委
員　

山
本
幸
男

委 員 長
副委員長
委　　員
　　〃
　　〃
　　〃

松浦　満雄
茶屋　　隆
舘坂　久人
山本　幸男
本田　秀一
中村　光夫

　

編
集
後
記
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長倉大橋から見下ろす紅葉大パノラマ


